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開催状況等

第１回：平成27年6月10日
第２回：平成27年8月28日
第３回：平成27年10月7日
第４回：平成28年7月13日
第５回：平成28年12月7日
第６回：平成29年6月13日
第７回：平成30年3月19日
第８回：平成30年6月20日
第９回：平成30年9月25日
第10回：令和２年3月12日（書面開催）

第１回：平成27年6月5日
第２回：平成27年7月10日
第３回：平成27年8月７日
第４回：平成27年9月15日
第５回：平成27年12月10日
第６回：平成28年2月4日
第７回：平成28年3月1日
第８回：平成28年7月12日
第９回：平成28年12月2日
第10回：平成29年3月1日
第11回：平成30年2月5日
第12回：平成30年9月18日
第13回：令和2年3月9日(書面開催)
第14回：令和2年10月27日

第１回：平成27年8月27日
第２回：平成28年2月24日
第３回：平成29年9月14日
第４回：平成29年12月14日
第５回：平成30年9月6日
第６回：令和元年8月26日
第７回：令和元年12月16日
第８回：令和２年１月28日
第９回：令和２年７月29日
第１０回：令和２年８月28日
第１１回：令和２年11月27日
第１２回：令和２年12月25日

第１回：平成27年６月８日
第２回：平成27年10月15日
第３回：平成28年１月22日
第４回から第49回：記載略

【最近の開催日】
第50回：令和２年５月25日
第51回：令和２年６月22日
第52回：令和２年７月20日
第53回：令和２年８月28日
第54回：令和２年９月28日
第55回：令和２年10月26日
第56回：令和２年11月24日
第57回：令和２年12月21日
第58回：令和３年１月25日
第59回：令和３年３月22日

第60回：令和３年６月28日

【参考】
エリアマネジメント協議会公園
専門部会開催状況
第１回：平成28年3月10日
第２回：平成28年3月18日
第３回：平成28年3月24日
第４回：平成28年4月25日
第５回：平成28年9月8日

第１回：平成29年12月1日
第２回：平成30年1月25日
第３回：平成30年6月14日
第４回：平成30年8月2日
第５回：平成30年9月18日
第6回：平成30年11月19日
第7回：平成31年2月28日
第8回：平成31年3月15日
第9回：平成31年4月25日
第10回：令和元年7月11日
第11回：令和２年1月28日

各検討会議で
の

検討状況

・建替事業を完了

　萩之茶屋北住宅1号館は入居済。

　萩之茶屋北住宅2号館は入居済。

・建設工事は平成31年3月に着工し、令和
2年8月末に竣工した。その後移転準備を
進め、同年12月1日に移転開院した。
・無料低額診療は継続して実施する。
・(福)大阪社会医療センターが主体となり
80床(外来機能と一般50床、療養30床)の
病院を運営する。
・より地域に開かれた医療拠点として、地
域との連携をより一層推進する。
・今後は、理事会や評議員会に参画いた
だいている地域代表の方を通じて、医療
ニーズ等様々ご助言をいただく予定。

・あいりん総合センター跡地北側の活用方法（配置
すべき機能等）について議論を行っている。
・建物を建設する場合の面積とオープンスペースの
比率や規模感、不特定多数の者が利用する公共施
設の設置可能性などについて、今後検証を進めて
いく。

備考

※　あいりん地域まちづくり会議開催状況

第１回：平成27年６月11日、第２回：平成27年10月19日、第３回：平成27年10月29日（知事、市長出席）、第４回：平成27年12月17日、第５回：平成28年７月26日（知事、市長出席）、第６回：平成28年12月13日、第７回：平成29年６月15日、第８回：平成30年７月５日

第９回：平成30年10月11日、第10回：平成31年３月26日、第11回：令和２年３月23日、第１２回：令和２年10月14日、第13回：令和３年２月25日

事業完了に伴い、検討会議の開催を終了する。

労働施設検討会議

国・府

・仮移転先の整備（優先）
・新施設の機能・規模

福原　大阪市立大学名誉教授

・労働施設の耐震化については、利用者の安全・安心確保を最優先
に、いったん外部に仮移転し、現地で建て替えることを確認した。
・仮移転施設については南海電鉄高架下とし、平成31年3月11日より
あいりん労働公共職業安定所が全業務を開始し、また西成労働福
祉センターも同日より一部業務を開始し、4月1日からは全業務を開
始。
・本移転施設（新労働施設）については、令和7年度の供用開始を目
指し、3つの付帯意見を付して、あいりん総合センターの敷地及び隣
接する市営住宅の敷地を加えた土地の南側に配置することで合意。
・新労働施設に係る基本計画の策定及び基本設計の方向性に関す
る取りまとめを行った。
・新労働施設に係る基本設計の策定に向けた検討を実施。

公園検討会議

市建設局

・あいりん地域における公園のあり方
・萩之茶屋中公園、南公園における不法投棄、テント小屋掛け　等

福原　大阪市立大学名誉教授

・あいりん地域内の４公園（萩之茶屋北公園、萩之茶屋中公園、萩
之茶屋南公園、花園公園）と新・萩之森に関する意見交換を行い、
出された意見をもとに、あいりん地域のまちづくりにおける公園の使
い方やあり方について議論を深めていく。
・萩の森予定地（愛称：萩小の森）は、地域住民を主体としたワーキ
ンググループにて検討の上で、、本格整備までの間、暫定活用を
行っている。
・萩之茶屋中公園の将来イメージ案については、こどもの活用を踏ま
えた公園とするなどの議論をもとに、ワーキンググループを立ち上
げ、昨年７月より計4回、詳細な検討を進めてきた。
・萩之茶屋南公園の現状と今後のあり方について議論を行ってい
る。

資料３

大阪府・大阪市が令和３年３月30日に共同で

策定した「あいりん総合センター跡地等の利

活用にかかる基本構想」（活用ビジョン）に

おいて、跡地等の北側を市有地とし、福利・

にぎわい機能を確保していくこととされたこ

とから、同機能の議論を行う場へと議論を移

譲していく必要がある。


